
 

が
必
要
と
な
り
ま
す
。
し
か
し
、
障
害

受
容
に
は
個
人
差
が
あ
り
、
簡
単
に
達

成
で
き
る
も
の
で
は
な
く
、
と
て
も
時

間
の
か
か
る
作
業
で
す
。
さ
ら
に
、
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
出
場
す
る
と
い
う
こ

と
は
、
障
害
受
容
後
、
ス
ポ
ー
ツ
と
い

う
新
た
な
世
界
に
挑
戦
す
る
と
い
う
こ

と
に
な
り
ま
す
。
代
表
選
手
に
な
る
た

め
、
そ
し
て
、
世
界
で
勝
つ
た
め
に
相

当
ハ
ー
ド
な
練
習
を
毎
日
続
け
て
い
た

の
だ
ろ
う
と
想
像
し
ま
す
。
き
っ
と
、

選
手
た
ち
は
強
い
気
持
ち
を
も
っ
て
、

日
々
過
ご
し
て
い
た
の
で
し
ょ
う
。
そ

の
よ
う
に
考
え
る
と
、
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
で
の
彼
ら
の
活
躍
は
、
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
以
上
に
私
た
ち
に
大
き
な
感
動
と
勇

気
を
与
え
て
く
れ
ま
す
。
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パラリンピック
〜もう一つのオリンピック

保健科学研究院
機能回復学分野 助教
　笠　原　敏　史

今
年
の
夏
は
、
４
年
に
一
度
の
ス

ポ
ー
ツ
の
祭
典
で
あ
る
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

が
開
催
さ
れ
、
日
本
人
選
手
の
活
躍

が
私
た
ち
に
大
き
な
感
動
を
与
え
て
く

れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
も
う
一
つ
の
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
、
障
害
者
の
「
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
」
が
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
直
後
に
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
比

べ
て
国
民
の
関
心
は
そ
れ
ほ
ど
高
く
な

い
の
で
す
が
、
私
の
研
究
領
域
と
関
連

し
て
お
り
、
こ
ち
ら
を
ニ
ュ
ー
ス
や
新

聞
で
よ
く
見
て
い
ま
し
た
。

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
、
１
９
４
８
年

の
ロ
ン
ド
ン
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
と
同
時

に
、
イ
ギ
リ
ス
の
ス
ト
ー
ク
・
マ
ン
デ

ビ
ル
病
院
で
行
わ
れ
た
競
技
大
会
が
始

ま
り
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
競
技

大
会
は
、
第
二
次
世
界
大
戦
で
負
傷
し

た
兵
士
た
ち
の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

と
し
て
「
手
術
よ
り
も
ス
ポ
ー
ツ
を
」

の
理
念
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
当
初
は
傷

痍
軍
人
の
社
会
復
帰
を
促
進
す
る
福
祉

的
な
目
的
で
し
た
が
、
次
第
に
競
技
性

が
高
ま
り
、
福
祉
で
は
な
く
「
ス
ポ
ー

ツ
文
化
」
と
し
て
の
理
解
が
深
ま
り
つ

つ
あ
り
ま
す
。

障
害
を
も
つ
方
々
の
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
に
出
場
す
る
ま
で
の
道
の
り
に
は
計

り
知
れ
な
い
努
力
が
あ
っ
た
と
思
い
ま

す
。
ま
ず
、
自
分
の
障
害
に
真
正
面
か

ら
向
き
合
い
、
き
ち
ん
と
理
解
し
て
、

そ
れ
を
受
け
容
れ
る
障
害
受
容
の
過
程

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
当
初
の
目
的

は
、
社
会
復
帰
と
い
う
障
害
を
も
つ

方
々
へ
の
自
立
で
し
た
。
し
か
し
、
彼

ら
の
一
生
懸
命
な
姿
を
み
る
と
、
健
常

者
で
あ
る
私
た
ち
に
大
切
な
こ
と
を
改

め
て
気
づ
か
せ
て
く
れ
ま
す
。
そ
れ
は

「
挑
戦
す
る
」
こ
と
と
「
諦
め
な
い
」
こ

と
で
す
。
障
害
を
抱
え
た
方
々
は
、
ま

ず
初
め
に
、
日
常
生
活
を
自
立
す
る
た

め
の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
ま

す
。
こ
こ
で
は
、
医
師
を
中
心
に
、
看

護
師
、
理
学
療
法
士
、
作
業
療
法
士
、

言
語
聴
覚
士
、
義
肢
装
具
士
な
ど
様
々

な
医
療
従
事
者
が
関
わ
り
ま
す
。
し
か

し
、
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
に
関
し
て
は
こ

の
よ
う
な
手
厚
い
サ
ポ
ー
ト
は
ほ
と
ん

ど
あ
り
ま
せ
ん
。
し
た
が
っ
て
、
障
害

者
が
ス
ポ
ー
ツ
に
挑
戦
す
る
こ
と
は
大

変
勇
気
の
い
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。
ま

た
、
競
技
を
始
め
て
も
障
害
に
は
個
人

差
が
あ
る
た
め
、
自
分
自
身
に
あ
っ
た

練
習
方
法
も
な
く
、
教
え
る
コ
ー
チ
も

い
な
い
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
何
度
も
失

敗
を
繰
り
返
し
た
に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
諦
め
ず
、
目
標
に
向
か
っ
て

た
ゆ
ま
ぬ
努
力
を
さ
れ
た
と
思
い
ま

す
。
こ
う
し
た
彼
ら
の
姿
勢
を
我
々
も

見
習
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
次
回

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は

２
０
２
０
年
東
京
で
行
わ
れ
ま
す
。
全

て
の
日
本
人
選
手
を
応
援
し
て
、
活
躍

を
期
待
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

四
面	

シ
リ
ー
ズ
「
つ
く
る
！
サ
ス
テ
イ
ナ
ブ
ル
キ
ャ
ン
パ
ス
提
案
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」V

ol. 4
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こ
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の
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る
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７
月
13
日
、
ア
ム
ス
テ
ル

ダ
ム
の
『
ア
ン
ネ
・
フ
ラ

ン
ク
の
家
』
に
向
か
っ
た
。

運
河
の
橋
を
渡
る
と
長
い

行
列
に
出
会
う
。
脇
を
通
っ

て
14
時
に
「
家
」
に
到
着
。

列
は
15
時
30
分
開
始
の
当

日
券
販
売
を
待
つ
人
々

だ
っ
た
。
来
た
道
を
戻
り

最
後
尾
に
付
き
２
時
間
。

更
に
１
時
間
待
つ
と
言
わ

れ
、
や
む
な
く
離
脱
▼
寒
さ
に
身
を

縮
め
、
樹
々
と
茶
色
の
ビ
ル
を
眺
め

て
待
つ
間
、
あ
れ
こ
れ
思
い
を
巡
ら

せ
て
い
た
。
こ
の
道
を
黄
色
い
星
を

つ
け
た
ア
ン
ネ
が
通
っ
た
の
だ
。
音

に
怯
え
て
暮
ら
し
た
の
は
あ
の
建

物
。
ゲ
シ
ュ
タ
ポ
に
連
行
さ
れ
て

行
っ
た
の
は
ど
の
道
か
…
▼
行
列
を

見
回
せ
ば
、
世
界
各
地
か
ら
来
た
と

お
ぼ
し
き
人
、
人
、
人
…
。
ど
ん
な
思

い
で
、
こ
ん
な
に
長
い
時
間
を
待
っ

て
い
る
の
か
▼
帰
国
後
『
ア
ン
ネ
の

家
を
訪
ね
て
』
（N

H
K
 
B
S

）
を
録
画

で
見
た
。
並
び
待
つ
人
に
焦
点
を
あ

て
た
番
組
だ
。
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
応

じ
た
人
の
中
に
、
ヒ
ッ
ト
ラ
ー
の
迫

害
か
ら
生
き
延
び
た
人
が
い
た
。
独

軍
協
力
の
記
憶
に
悩
み
自
殺
し
た
父

を
も
つ
娘
が
い
た
。
ネ
パ
ー
ル
に
逃

げ
た
チ
ベ
ッ
ト
の
宗
教
者
も
い
た
▼

世
界
の
現
実
か
ら
発
せ
ら
れ
る
肉
声

に
胸
を
突
か
れ
、
隠
れ
家
を
見
よ
う

と
待
つ
彼
ら
の
気
持
ち
に
、
今
も
続

く
苦
し
み
が
見
え
る
よ
う
な
気
が
し

た
。
寒
さ
に
震
え
た
私
の
あ
の
時
間

が
貴
重
な
も
の
に
な
る
。 （
今
日
子
）

いじわるじいさん

９
／
２
（
金
）
～
３
（
土
）
に
岡
山
市
コ

ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
で
「
２
０
１
６
全

国
教
職
員
セ
ミ
ナ
ーin

岡
山
」
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

全
国
教
職
員
セ
ミ
ナ
ー
は
、
大
学
生
協
連

の
全
国
教
職
員
委
員
会
主
催
で
、
二
年
に
一

度
、
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
年
は
中
国
四

国
ブ
ロ
ッ
ク
が
ホ
ス
ト
の
開
催
で
し
た
。
当

初
は
岡
山
大
学
キ
ャ
ン
パ
ス
に
て
開
催
の
予

定
で
し
た
が
、
大
学
の
行
事
と
重
な
る
た
め
、

岡
山
駅
直
結
の
岡
山
市
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ

ン
タ
ー
が
会
場
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
セ
ミ
ナ
ー
は
、
毎
回
テ
ー
マ
を
決

め
、
そ
れ
に
沿
っ
た
講
演
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
・

分
科
会
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
回
の

テ
ー
マ
は
、「
大
学
教
育
改
革
と
読
書
：
リ
ー

デ
ィ
ン
グ
リ
ス
ト
運
動
」
で
し
た
。
全
国
か

ら
、
大
学
の
教
職
員
や
大
学
生
協
関
係
者
約

２
６
０
名
の
参
加
が
あ
り
、
会
場
は
ほ
ぼ
満

員
と
な
り
ま
し
た
。
北
大
か
ら
は
生
協
教
職

員
理
事
３
名
と
生
協
職
員
１
名
が
参
加
し
ま

し
た
。

１
日
目
は
岡
山
の
就
実
大
学
・
短
期
大
学

の
生
協
発
足
記
念
講
演
を
皮
切
り
に
、
大
阪

大
学
の
川
嶋
太
津
夫
教
授
に
よ
る
基
調
報

告
「
21
世
紀
ス
キ
ル
を
学
ぶ
機
会
と
し
て
の

読
書
」、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
能
動
的
学
修
と
読

書
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は

４
人
の
パ
ネ
リ
ス
ト
が
「
ア
メ
リ
カ
に
お
け

る
大
学
教
育
と
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
・
ア
サ
イ
メ

ン
ト
：
橘　

由
加
（
東
北
大
学
教
授
）」「
初

年
次
教
育
の
重
要
性
と
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
＆
ラ

イ
テ
ィ
ン
グ
：
杉
谷
祐
美
子
（
青
山
学
院
大

学
教
授
）」「
大
学
図
書
館
に
お
け
る
ラ
ー
ニ

ン
グ
コ
モ
ン
ズ
の
取
り
組
み
と
読
書
：
佐
々

木
俊
介
（
桜
美
林
大
学
図
書
館
職
員
）」「
大

学
教
育
に
お
け
る
電
子
図
書
利
用
の
有
用
性

と
可
能
性
：
針
持
和
郎
（
広
島
修
道
大
学
准

教
授
）」
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
報
告
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

２
日
目
は
「
学
び
と
読
書
」「
食
と
安
全
」

「
環
境
と
防
災
」「
グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
と
平
和
」

「
協
同
組
合
教
育
と
組
織
づ
く
り
」
の
分
科
会

に
分
か
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
分
科
会
で
２
時
間

ほ
ど
報
告
や
活
発
な
討
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
特
別
企
画
と
し
て
南
川
秀
樹
氏

（
日
本
環
境
衛
生
セ
ン
タ
ー
理
事
長
）
に
よ
る

講
演
「
里
海
、
里
山
に
学
ぶ
」
と
、
大
学
生

協
東
京
事
業
連
合
に
よ
る
「
電
子
書
籍
を
使

用
し
た
新
し
い
授
業
を
考
え
る
」
が
同
時
並

行
で
開
催
さ
れ
、
昼
で
セ
ミ
ナ
ー
は
終
了
と

な
り
ま
し
た
。

昼
か
ら
は
希
望
者
の
み
の
エ
ク
ス
カ
ー

シ
ョ
ン
が
あ
り
、
岡
山
市
か
ら
車
で
１
時
間

ほ
ど
の
日
生
（
ひ
な
せ
）
に
向
か
い
ま
し
た
。

日
生
は
漁
業
の
町
で
す
が
、
こ
こ
で
長
年
取

り
組
ん
で
い
る
「
ア
マ
モ
の
再
生
」
事
業
に

つ
い
て
漁
協
や
中
学
校
の
先
生
が
紹
介
し
て

く
れ
ま
し
た
。

今
回
の
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
基
調
報
告
や
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
通
し
て
、「
読
む
」
こ
と
が

全
て
の
学
習
の
基
本
で
あ
る
こ
と
、
日
本
の

大
学
生
は
そ
の
基
本
が
で
き
て
い
な
い
こ
と

を
認
識
し
ま
し
た
。
大
学
生
の
読
書
に
つ
い

て
、
さ
ら
に
そ
の
推
進
活
動
を
進
め
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
痛
感
し
て
い
ま

す
。
そ
の
方
策
の
一
つ
と
し
て
、「
学
び
と
読

書
」
分
科
会
に
お
い
て
報
告
さ
れ
た
大
阪
大

学
の
取
り
組
み
「
ブ
ッ
ク
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
教

員
Ｖ
Ｓ
学
生
団
体
書
評
対
決
」
は
大
変
興
味

深
い
も
の
で
し
た
。
教
職
員
と
学
生
が
書
評

対
決
し
、
生
協
書
籍
部
で
書
評
し
た
本
の
売

り
上
げ
で
勝
敗
を
つ
け
る
と
い
う
と
い
う
企

画
で
す
。
そ
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
ビ
デ
オ
を

学
内
に
流
し
、
そ
れ
に
よ
り
読
書
推
進
活
動

が
活
発
化
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。
是

非
、
阪
大
生
協
特
設
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
ブ
ッ

ク
コ
レ
ク
シ
ョ
ン 

教
員
Ｖ
Ｓ
学
生
団
体 

書
評

対
決
」
で
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
ビ
デ
オ
を
ご
ら

ん
く
だ
さ
い
。

https://www.youtube.com/watch?v=YSIm8gGJnCg

「2016全国教職員セミナー in岡山」報告

2016 年 10 月 1 日 よりよい生活と平和のために 第 366 号　（ 2 ）



キャンパス放浪記 in 函館 … 第8回

北海道大学的函馆校区坐落在函馆市港町，离津轻海峡码

头很近，但是离函馆站，以及最近新建好的新干线新函馆

站，机场等有一些距离。交通并没有很方便，正是因为如

此，校园一直很静谧，静静地迎接着每一天的太阳，每一年

新生的到来。

正如俗话所说麻雀虽小，五脏俱全。在这个校园里管理研

究栋，图书馆，讲堂，食堂，体育馆一应俱全。首先进入正

门看到的是最近经过装修焕然一新的管理研究栋，六层的建

筑物在这里也算是一个小小的地标。从六楼的窗口可以欣赏

到函馆山的全景，休息时眺望一下远方是一个不错的选择。

北水图书馆里各类资料也是应有具有，如果有想看的书在图

书馆没有在札幌校园藏有的话也可以预定，给大家提供了很

多的方便。讲堂是举行开学以及毕业典礼的地方，毕业生以

及家长们会盛装出席。在体育馆里每天都会有师生在挥汗如

雨，享受运动带来的乐趣。另外，每周六下午一点到三点钟

是留学生可以使用体育馆的时间，各个国家的留学生会不约

而同的到体育馆组队打篮球，羽毛球等等。偶尔也会被借用

当做趣味运动会的比赛场地。

不仅校园内设备比较齐全，周边也有各类饮食店，超市，

便利店等，其中正对面的一家就是函馆有名的幸运小丑汉堡

店。后门附近有超市和药妆店，侧门旁边有便利店，给师生

提供了很多的方便。

一年之计在于春，一天之计在于晨。这句话强调了春天在

一年四季中和早晨在一天中所占的重要位置。函馆的校园也

在春天焕发生机，期待已久的樱花季终于来临，经过樱花盛

开的校园内小路去研究室时感觉心情也因烂漫的樱花而变得

美好。虽然早晨走进函馆校园并没有朗朗书声，但可以看到

凌晨星空渐渐转白，老师和学生们渐渐来到学校，呼吸着清

新的空气在清新的早晨迎接新的一天的到来。期待已久的春

天到来之后樱花盛开，阳光下的樱花非常明媚（图1），夜晚

的的樱花也不甘示弱，在路灯下亦美丽耀眼（图2）。仍然春

寒料峭时各个研究室开始了樱花下的烧烤大会，平日傍晚以

及周末都热闹，不仅学校的师生，家属们以及活泼烂漫的孩

子们也加入其中，更给这个校园添了活力。夏天绿树成荫，

一切生物生机勃勃，是函馆校园最热闹的一个季节，夏季烤

肉活动也会不定期举行。秋天天气变凉，到了赏红叶的季

节，校园也是一个好去处。另外，学校文化节是非常热闹的

一个活动，举行的时期和札幌本部不同，是在金秋十月。文

化节时不仅会有水产学部特有的水产物贩卖，例如少见的鲸

鱼，也会有各个国家的料理小摊，部分学生着民族服装，给

校园更添加了些许外国色彩。也会有小朋友们超级喜欢的捞

金鱼项目等等。这个活动让市民更加的了解到函馆校园以及

水产学部的魅力。冬天虽然寒冷，大雪过后积雪可以达到半

米，但是同时可以拥有浪漫雪景。校园里的一切都银装素

裹，早上醒来惊艳于雪白世界。堆个雪人（图3），打个雪仗

也是玩的不亦乐乎。

一年四季皆有不同的风景，它们迎来又送走一届又一届的

学生。每一位学生也在体验不一样的学习和生活，对校园有

不同的情感，亦经常会有校友们回到美丽的母校看望老师后

辈们以及回忆青春，畅想未来。

【日本語要約】
函館キャンパスは函館市の港町にあり、交通は少し不便

かもしれませんが、静かで勉強ができる場所です。大きく
ありませんが、建物は様々で、勉強はもちろん生活にも便
利です。季節ごとに魅力がありますのでそれぞれを紹介さ
せていただきます。様々なイベントも行っていますので普
段は静かな場所ですがたまにはにぎやかでもあります。

北方生物圏フィールド科学センター（北方生物圏領域科学中心）　邵 花梅

～函館キャンパスにおける季節ごとの魅力～
函馆校园之一年四季

图1 早晨的樱花 （朝の桜） 图2　夜晚的樱花 （夜の桜） 图3 雪人 （雪だるま）
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前
回
の
内
容
に
引
き
続
き
、
視
察

第
１
団
か
ら
得
ら
れ
た
経
験
を
踏
ま

え
て
考
え
た
こ
と
を
書
い
て
い
き
た

い
。
関
東
圏
の
大
学
生
協
に
は
施
設

改
善
を
専
門
と
す
る
職
員
が
い
て
、

利
用
者
の
様
子
や
現
場
の
状
況
を
観

察
・
分
析
す
る
こ
と
で
、
施
設
の
問

題
点
を
導
き
出
し
て
い
た
。
ま
た
、

こ
う
し
た
手
法
を
取
っ
て
い
る
の
は
、

利
用
者
か
ら
直
接
改
善
案
を
募
っ
た

と
し
て
も
、
施
設
に
反
映
さ
せ
る
こ

と
が
困
難
な
ケ
ー
ス
が
多
い
た
め
で

あ
っ
た
。
で
は
、
施
設
に
対
す
る
意

見
を
学
生
か
ら
直
接
集
め
る
た
め
の

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
よ
う
と

い
う
我
々
の
試
み
に
は
、
「
意
味
が
な

い
」
の
だ
ろ
う
か
。
あ
る
い
は
、
意

味
の
あ
る
試
み
に
す
る
た
め
に
は
ど

う
し
た
ら
よ
い
の
だ
ろ
う
か
。

視
点
の
ズ
レ

我
々
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
も
、
「
組

合
員
の
意
見
に
は
生
協
運
営
に
反
映

し
づ
ら
い
も
の
も
多
く
、
実
質
的
に

ど
う
扱
っ
た
ら
良
い
か
が
わ
か
ら
な

い
」
と
い
う
問
題
が
念
頭
に
あ
っ
た
。

そ
も
そ
も
我
々
の
世
代
は
、
生
協
に

対
し
て
当
事
者
意
識
を
抱
く
こ
と
が

あ
ま
り
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
私

の
場
合
、
北
大
生
協
で
活
動
を
始
め

る
ま
で
「
生
協
は
利
用
者
と
つ
く
り

あ
げ
る
も
の
」
と
い
う
意
識
を
持
つ

こ
と
は
な
か
っ
た
。
単
な
る
一
利
用

者
と
し
て
接
し
て
い
た
時
、
私
に

と
っ
て
の
生
協
は
た
だ
市
場
の
中
で

与
え
ら
れ
て
い
る
「
サ
ー
ビ
ス
の
１

つ
」
に
過
ぎ
ず
、
自
分
自
身
が
そ
れ

を
つ
く
る
主
体
で
あ
る
と
い
う
自
覚

は
全
く
な
か
っ
た
。
ひ
ょ
っ
と
す
る

と
、
多
く
の
利
用
者
と
運
営
の
間
に

は
、
生
協
の
捉
え
方
に
関
す
る
ズ
レ

が
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
す
な
わ

ち
、
利
用
者
に
と
っ
て
の
生
協
は
、

自
分
が
つ
く
る
も
の
で
は
な
く
、
既

成
の
も
の
あ
る
い
は
与
え
ら
れ
る
も

の
な
の
で
は
な
い
か
。

一
般
的
な
利
用
者
は
、
具
体
的
・

個
別
的
な
事
例
に
し
か
気
付
く
こ
と

が
で
き
な
い
。
何
か
意
見
を
あ
げ
る

時
も
「
中
央
食
堂
の
２
階
は
暑
い
」

と
か
「
昼
時
に
中
央
食
堂
に
行
く
と

席
が
見
つ
か
ら
な
い
」
な
ど
、
そ
の

時
に
感
じ
た
不
満
で
あ
る
こ
と
が
多

い
。
利
用
者
か
ら
の
意
見
を
集
約
し
、

日
々
利
用
者
の
様
子
を
見
て
い
る
運

営
者
は
、
様
々
な
意
見
や
利
用
者
の

様
子
を
勘
案
し
て
、
「
（
改
修
を
伴

う
よ
う
な
大
規
模
な
）
施
設
改
善
が

必
要
だ
」
と
い
う
結
論
を
出
す
こ
と

に
な
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
利
用
者

個
々
人
は
、
日
々
利
用
す
る
な
か
で

そ
こ
ま
で
長
期
的
な
視
点
で
生
協
に

つ
い
て
考
え
る
必
要
性
を
感
じ
る
こ

と
が
な
い
。
利
用
者
の
大
半
を
占
め

る
学
生
は
、
限
ら
れ
た
期
間
し
か
生

協
を
利
用
し
な
い
か
ら
、
個
別
の
事

例
に
対
応
し
て
も
ら
え
れ
ば
十
分
な

の
で
あ
っ
て
、
大
規
模
な
改
善
は
む

し
ろ
不
便
な
だ
け
な
の
で
あ
る
。

個
別
的
事
例
と
「
施
設
改
善
が

必
要
だ
」
と
い
う
結
論
の
間
に
は

ギ
ャ
ッ
プ
が
あ
る
。
少
な
く
と
も
、

個
別
の
訴
え
自
体
は
小
規
模
の
改
善

要
求
で
あ
り
、
対
症
療
法
的
に
そ
れ

ぞ
れ
の
訴
え
に
対
応
す
れ
ば
事
足
り

る
。
こ
の
ギ
ャ
ッ
プ
を
埋
め
な
い
こ

と
に
は
、
利
用
者
と
運
営
者
が
同
じ

視
点
で
施
設
に
つ
い
て
考
え
る
こ
と

は
で
き
な
い
。
大
規
模
な
改
善
が
必

要
に
思
え
る
ほ
ど
の
意
見
が
集
ま
り

な
が
ら
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
訴
え
か
ら

は
そ
の
必
要
性
が
読
み
取
れ
な
い
と

い
う
状
況
が
生
ま
れ
る
背
景
に
は
、

こ
う
し
た
事
情
が
あ
る
の
で
は
な
い

か
。

「
嫌
な
と
こ
ろ
」
で
は
な
く

「
欲
し
い
も
の
」
を
考
え
る

生
協
と
の
関
係
性
に
関
す
る
認
識

の
ズ
レ
と
、
導
か
れ
る
結
論
間
の

ギ
ャ
ッ
プ
。
そ
れ
ぞ
れ
を
意
識
し
た

上
で
、
我
々
の
試
み
を
意
味
の
あ
る

も
の
に
す
る
た
め
に
は
ど
う
し
た
ら

よ
い
か
。

前
回
の
記
事
に
も
書
い
た
通
り
、

そ
も
そ
も
「
施
設
改
善
」
と
い
う
言

葉
に
は
「
ダ
メ
で
あ
る
」
と
い
う
前

提
が
含
ま
れ
て
い
る
。
施
設
改
善
そ

の
も
の
の
必
要
性
も
含
め
て
利
用
者

に
問
う
こ
と
を
意
識
し
て
い
た
我
々

と
し
て
は
、
こ
の
前
提
を
参
加
者
と

共
有
し
た
く
な
か
っ
た
。
し
た
が
っ

て
、
「
施
設
改
善
」
と
い
う
結
論
に
誘

導
し
な
い
こ
と
を
心
が
け
つ
つ
、
「
生

協
を
つ
く
り
あ
げ
る
」
と
い
う
視
点

で
中
央
食
堂
に
つ
い
て
考
え
ら
れ
る

よ
う
な
場
を
提
供
で
き
れ
ば
、
有
意

義
な
試
み
に
な
る
は
ず
だ
と
考
え
た
。

視
察
の
際
に
撮
影
し
た
写
真
を
３

枚
載
せ
る
（
左
）
。
こ
れ
ら
は
ど
れ

も
、
学
生
が
必
要
と
す
る
も
の
を

「
想
定
」
し
て
設
置
さ
れ
た
も
の
だ
っ

た
。
し
た
が
っ
て
、
利
用
者
の
直
接

的
な
意
見
に
よ
っ
て
設
置
さ
れ
た
も

の
で
は
な
い
。
し
か
し
、
い
ず
れ
も

利
用
者
が
比
較
的
簡
単
に
あ
げ
ら
れ

そ
う
な
ア
イ
デ
ア
に
思
え
る
。
こ
れ

は
、
視
察
で
得
ら
れ
た
１
つ
の
重
要

な
気
づ
き
で
あ
っ
た
。
福
利
厚
生
施

設
に
「
あ
っ
た
ら
い
い
な
」
と
思
う

も
の
を
あ
げ
る
こ
と
は
、
お
そ
ら
く

誰
で
も
で
き
る
。

「
施
設
改
善
」
と
い
う
発
想
を
超
え

る
た
め
の
方
法
の
１
つ
と
し
て
、
「
ダ

メ
出
し
」
で
は
な
く
「
あ
っ
た
ら
い

い
な
」
を
考
え
る
と
い
う
の
は
ど
う

だ
ろ
う
か
。
「
施
設
改
善
」
で
は
、
現

状
に
拘
束
さ
れ
た
ア
イ
デ
ア
し
か
得

ら
れ
な
い
。
だ
か
ら
こ
そ
、
現
状
を

一
度
忘
れ
、
あ
っ
た
ら
い
い
も
の
、

あ
る
い
は
純
粋
に
理
想
の
福
利
厚
生

施
設
を
イ
メ
ー
ジ
す
る
こ
と
で
、
本

当
の
意
味
で
「
学
生
の
た
め
」
の
施

設
が
出
来
上
が
る
。

設
計
段
階
か
ら
学
生
の
意
見
を
取

り
入
れ
る
と
い
う
こ
と
は
、
「
生
協
を

つ
く
り
あ
げ
る
」
と
い
う
感
覚
の
醸

成
に
も
繋
が
る
。
生
協
の
認
識
に
関

す
る
ズ
レ
は
、
個
々
の
声
の
無
力
感

か
ら
来
る
の
で
は
な
い
か
、
と
私
は

考
え
る
。
改
善
さ
れ
そ
う
も
な
い
施

設
に
順
応
す
る
だ
け
の
日
々
を
超
え

て
、
学
生
自
ら
が
施
設
を
カ
ス
タ
マ

イ
ズ
で
き
る
よ
う
な
機
会
を
つ
く
り

だ
す
。
こ
う
し
た
試
み
を
継
続
し
て

い
く
こ
と
で
、
「
生
協
は
自
ら
つ
く
り

あ
げ
る
も
の
だ
」
と
い
う
意
識
を
定

着
さ
せ
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。

シ
リ
ー
ズ
「
つ
く
る
！
サ
ス
テ
イ
ナ
ブ
ル
キ
ャ
ン
パ
ス
提
案
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
Vol. 

4

中
央
食
堂
は
な
ぜ
「
ダ
メ
」
な
の
か
② 

︱
「
施
設
改
善
」
と
い
う
発
想
を
超
え
る

理学院博士2年
本間 真佐人

学芸大第二食堂2階：グループワークがで
きる机。他の用途を想定した机もあった

農工大「ペガサス」2階ウッドデッキ：解
放感と天気が相まって居心地がよかった

農工大「エリプス」：窓際の一人席では
電源がとれる
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工学部4年

金根佑 
（キム・グヌ）

加入の方法
出資金は、５口 5,000 円をお願いしています。
下記受付店舗へ出資金をそえてお申込みください。

加入手続き受付店舗
生協会館１階、クラークサービスセンター、北部購買、工学部購買、
中央購買、水産購買各店のサービスカウンター

プリペイドおよびポイント機能は、大学
から発行される「職員証カード」に搭載
されます。生協店舗ご利用の際は、職員
証カードをご利用ください。

教職員で未加入の方は、上記店舗にご来店いただくか、理事会室（大
学内線：3285）にご連絡いただけましたら加入用紙をお届け致しま
す。
加入時の出資金は教職員の方は５千円をお願いしています。転勤・
退職等で北大を離れる際には、生協の脱退手続き時に全額返還い
たします。

教職員組合員加入キャンペーン 
加入申込 特　　典

ご利用の際は組合員証または職員証の提示をお願いしております。
書　　籍

現金割引（セール）
書籍10％引き年末謝恩セール文庫
バンドル企画10%引+ポイント
還元など。
web和書注文
web 注文承ります。学内配送また
は店頭受取り。

購　　買
灯油定期配送
組合員価格で定期配送。
自動車学校入校
生協窓口のお支払いで、直接入
校より約16,000円お得にご利用
出来ます。
スーツ購入
提携店にて組合員価格で購入で
きます。

旅　　行
ホテル「東横 INN」申込み
全 国 各 地に展開中のホテル
チェーン「東横 INN」を組合員
価格にてご利用いただけます。

食　　堂
コンパ申込みでサービス
各食堂のホールを使用する、30
名以上のコンパにつき、幹事さ
ん１名分サービス。

保険サービス
自動車保険申込
団体・集団扱い保険料で加入（北
海道協同保険サービス）。

生 協 の 店 舗・サービ スは、生 協 に 加 入してからご 利 用ください
10/3（月）～11/30（水）まで

ポイント還元
書籍購入５％、食堂・購買での食品購入１％

11月30日（ 水 ）までに加入申し込みの方は、
チャージ1,000円と200ポイント、書籍割引パスを

特典としてプレゼント。

Peace now! Okinawa 2016 報告
Peace now! Okinawaに参加して

私
は
２
０
１
６
年
度Peace	now

	O
kinaw

a

（
９

月
５
～
８
日
）
に
、
北
大
生
協
留
学
委
員
会
メ
ン

バ
ー
と
し
て
参
加
し
ま
し
た
。
沖
縄
に
行
く
前
に

は
、
き
れ
い
な
海
や
異
国
的
な
イ
メ
ー
ジ
し
か
な

か
っ
た
で
す
が
、
今
回
のPeace	now

を
通
じ
て
そ

の
よ
う
な
明
る
い
イ
メ
ー
ジ
だ
け
で
は
な
く
戦
争
の

痛
み
、
多
く
の
人
の
苦
し
み
に
つ
い
て
も
分
か
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

ま
ず
、
平
和
祈
念
資
料
館
、
ア
ブ
チ
ラ
ガ
マ
（
沖

縄
戦
の
時
日
本
の
人
達
が
暮
ら
し
た
洞
窟
）
見
学
や

沖
縄
戦
争
の
体
験
者
に
よ
る
証
言
を
聞
い
て
次
の
よ

う
な
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
戦
争
を
通
じ
て
直
接
戦
っ
た
兵
士
達
だ
け
で

は
な
く
、
普
通
の
人
も
看
護
員
な
ど
で
戦
争
に
動
員
さ
れ
苦
し
い
経
験
を
す

る
か
、
何
も
知
ら
ず
攻
撃
に
よ
っ
て
死
ぬ
人
達
も
い
た
こ
と
を
知
り
、「
戦
争

は
本
当
に
多
く
の
人
々
に
苦
し
み
、
悲
し
み
を
与
え
る
だ
け
で
二
度
と
あ
っ

て
は
い
け
な
い
こ
と
」
だ
と
切
実
に
感
じ
ま
し
た
。

ま
た
、
米
軍
に
よ
る
事
故
や
米
軍
基
地
の
設
置
、
移
転
問
題
な
ど
に
つ
い

て
も
賛
成
・
反
対
の
両
方
の
立
場
を
よ
く
学
び
ま
し
た
。
私
の
母
国
で
あ
る

韓
国
と
同
様
な
問
題
が
あ
り
ま
す
の
で
、
い
ろ
ん
な
人
と
よ
り
興
味
深
く
議

論
し
、
ど
の
よ
う
に
解
決
し
て
い
く
べ
き
か
に
つ
い
て
深
く
考
え
る
機
会
に

も
な
り
ま
し
た
。

最
後
に
、
今
ま
で
は
こ
う
い
う
問
題
に
直
接
関
係
し
た
こ
と
が
な
く
、
第

三
者
の
立
場
か
ら
「
自
分
と
は
あ
ま
り
関
係
な
い
」
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、

３
泊
４
日
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
、
様
々
な
人
と
感
想
交
流
会
を
通
じ
て
、

平
和
問
題
に
つ
い
て
積
極
的
に
議
論
し
一
人
一
人
の
力
を
合
わ
せ
て
解
決
し

て
い
く
べ
き
で
あ
る
こ
と
を
分
か
り
ま
し
た
。

こ
の
記
事
を
読
ん
だ
皆
さ
ん
も	

平
和
に
つ
い
て
考
え
、
学
ぶ
機
会
で
あ
る

Peace	now

に
是
非
参
加
し
て
み
て
く
だ
さ
い
！

加入していない方をご紹介いただいた方にも
チャージ1,000円プレゼント
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心とからだ健康を考える 
渡辺 誠 

大学院教育学研究院 准教授               

現
代
日
本
は
効
率
が
重
視
さ
れ
る
社
会
で
す
。
労

力
、
時
間
、
費
用
に
対
し
て
、
ど
れ
く
ら
い
の
効
果
、

成
果
が
あ
る
か
が
問
わ
れ
ま
す
。
私
た
ち
は
、
い
き

お
い
限
ら
れ
た
時
間
の
中
で
、
い
か
に
多
く
の
仕
事

を
こ
な
す
か
と
い
う
こ
と
に
腐
心
す
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。
本
当
に
、
今
は
い
ろ
い
ろ
な
所
で
、
私
た
ち

は
仕
事
し
て
ま
す
よ
ね
。
カ
フ
ェ
、
ホ
テ
ル
、
駅
や

空
港
の
待
合
室
、
電
車
や
飛
行
機
の
中
は
言
う
に
及

ば
ず
、
そ
の
へ
ん
の
広
場
や
、
道
を
歩
き
な
が
ら
と

い
っ
た
こ
と
ま
で
…
。
パ
ソ
コ
ン
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
の

普
及
と
、
通
信
手
段
の
制
限
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に

よ
る
大
幅
な
減
少
が
与
っ
て
の
こ
と
で
し
ょ
う
。

な
ん
だ
か
学
生
の
頃
な
ど
に
、
歩
き
な
が
ら
外

国
語
の
単
語
を
憶
え
て
い
た
の
が
、
日
常
全
体
に
広

が
っ
た
よ
う
な
印
象
が
あ
り
ま
す
。
十
年
位
前
、
忙

し
く
て
ま
と
も
に
食
事
を
す
る
時
間
が
と
れ
な
か
っ

た
夕
暮
れ
ど
き
、
北
大
の
真
ん
中
の
通
り
を
お
に
ぎ

り
を
食
べ
な
が
ら
歩
い
て
い
た
ら
、
す
れ
違
う
人
か

ら
ヘ
ン
な
目
で
見
ら
れ
た
経
験
が
あ

る
の
で
す
が
、
今
な
ら
別
に
驚
く
人

も
い
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

と
こ
ろ
で
仕
事
の
効
率
化
や
過
密

化
に
、
限
度
は
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

更
な
る
技
術
的
な
進
歩
に
よ
っ
て
、

思
い
が
け
な
い
こ
と
が
実
現
す
る
よ

う
に
な
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
高

校
生
対
象
の
進
学
相
談
会
を
担
当
す

る
際
に
、
北
大
の
研
究
を
紹
介
す
る

冊
子
『
知
の
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
』
に
目

を
通
し
た
の
で
す
が
、
私
は
そ
の
内
容
に
圧
倒
さ
れ

ま
し
た
（
未
見
の
方
は
、
ぜ
ひ
ご
覧
あ
れ
！
）
。
科

学
技
術
の
発
達
は
ち
ょ
っ
と
予
想
を
超
え
る
も
の
が

あ
る
と
思
い
ま
す
。

し
か
し
、
人
間
の
側
に
は
、
明
ら
か
に
限
界
が
あ

る
で
し
ょ
う
。
現
在
、
日
本
の
企
業
の
人
事
担
当
の

方
の
多
く
が
、
ど
う
し
て
ウ
チ
に
は
こ
ん
な
に
た
く

さ
ん
鬱
の
社
員
が
い
る
の
か
と
悩
ん
で
い
る
そ
う
で

す
が
、
研
修
等
で
他
社
の
事
情
を
知
る
に
及
ん
で
、

ど
こ
も
同
じ
か
と
思
う
の
だ
そ
う
で
す
。
個
々
人
の

ス
ト
レ
ス
対
処
能
力
の
向
上
と
い
う
こ
と
も
、
限
度

を
超
え
れ
ば
本
末
転
倒
で
あ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
多
く
の
仕
事
を
緊
密
に
効
率
よ
く
こ

な
し
て
ゆ
く
こ
と
に
は
、
あ
る
種
の
爽
快
感
や
達
成

感
が
あ
り
ま
す
よ
ね
。
行
動
に
お
け
る
機
能
美
と
言

い
た
く
な
る
よ
う
な
、
私
た
ち
の
感
覚
を
満
足
さ
せ

る
も
の
。
こ
れ
は
、
あ
る
時
点
を
超
え
る
と
、
ア
ク

ロ
バ
テ
ィ
ッ
ク
な
快
感
に
近
づ
く
の
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
そ
し
て
、
自
己
有
能
感
と
言
い
ま
し
ょ
う
か
、

こ
の
場
合
で
あ
れ
ば
仕
事
が
で
き
る
と
い
う
自
分
自

身
に
対
す
る
評
価
。
そ
し
て
、
仕
事
が
で
き
る
人
、

頼
れ
る
人
と
い
う
周
囲
か
ら
の
評
価
と
眼
差
し
。
こ

れ
ら
は
な
か
な
か
の
曲
者
で
あ
っ
て
、
そ
れ
こ
そ
ク

セ
に
な
り
そ
う
で
す
。
し
か
し
心
身
の
健
康
の
た
め

に
、
あ
る
い
は
老
化
な
ど
に
よ
っ
て
、
仕
事
の
量
や

ペ
ー
ス
を
落
と
さ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
と
き
、
私

た
ち
は
多
か
れ
少
な
か
れ
、
こ
れ
ら
の
心
地
良
い
感

覚
や
評
価
を
手
放
さ
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
な
か

な
か
難
し
い
問
題

だ
と
思
い
ま
す
。

人
間
全
体
に
お

け
る
進
歩
や
発
展

と
言
わ
れ
る
も
の

は
、
基
本
的
に
は

自
己
有
能
感
を
高

め
て
ゆ
く
方
向
に

あ
る
と
言
っ
て
よ

い
で
し
ょ
う
。
様
々

な
も
の
が
思
い
通

り
に
操
作
で
き
る

と
い
う
こ
と
、
ま
た
操
作
し
よ
う
と

い
う
意
思
に
お
い
て
、
現
代
は
過
去

の
時
代
か
ら
み
る
と
超
絶
的
な
水

準
に
達
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
人
間
が

い
ず
れ
は
死
す
べ
き
存
在
で
あ
る
と
い
う
限
界
は
、

今
の
と
こ
ろ
は
動
か
す
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
私
は
、

限
界
に
挑
戦
し
、
そ
れ
を
乗
り
越
え
て
ゆ
く
と
い
う

ア
プ
ロ
ー
チ
と
は
反
対
の
、
限
界
を
根
源
的
な
部
分

で
認
め
よ
う
と
す
る
と
こ
ろ
か
ら
生
ま
れ
て
く
る
何

か
が
あ
る
よ
う
な
気
が
し
て
な
り
ま
せ
ん
。
し
か
も
、

こ
の
二
つ
は
一
見
真
逆
に
見
え
て
、
実
は
深
い
と
こ

ろ
で
つ
な
が
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
も
。
い
ず

れ
老
化
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
が
解
明
さ
れ
た
と
き
、
こ
の

死
す
べ
き
存
在
で
あ
る
と
い
う
人
間
の
条
件
自
体
が

変
わ
っ
て
、
ヒ
ト
は
全
く
新
し
い
次
元
の
生
き
物
へ

と
変
貌
し
て
ゆ
く
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
。

自
転
車
企
画

北
大
生
の
自
転
車
マ
ナ
ー
が
良
い

と
は
言
え
な
い
状
況
に
あ
る
と
学
生

自
身
も
感
じ
て
い
る
よ
う
で
す
。
昨

年
、
学
生
委
員
会
で
行
っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト

で
は
、
１
０
５
人
の
う
ち
73
人
が
「
北
大

生
の
自
転
車
マ
ナ
ー
は
悪
い
」「
ど
ち
ら

か
と
言
え
ば
悪
い
」
と
答
え
て
い
ま
し
た
。

そ
の
よ
う
な
現
状
を
改
善
す
る
た
め
に
、

自
転
車
マ
ナ
ー
の
呼
び
か
け
を
行
う
活
動

を
、
７
／
13
（
水
）･

14
（
木
）11

：00

～16

：00

に
北
大
体
育
館

前
で
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
昨
年
も
行
い
好
評
で
あ
っ
た
、
自
転
車
の

無
料
点
検
も
行
い
ま
し
た
。
２
日
間
で
１
５
０
名
を
超
え
る
参
加
が
あ

り
ま
し
た
。

自
転
車
マ
ナ
ー
の
呼
び
か
け
で
は
、
ク
イ
ズ
を
作
成
し
て
解
い
て
も

ら
う
、
自
転
車
マ
ナ
ー
に
関
す
る
冊
子
「N

O
 SAFE  N

O
 RID

E

」
を

配
布
す
る
、
ホ
ワ
イ
ト
ボ
ー
ド
を
用
い
て
交
通
ル
ー
ル
を
伝
え
る
、
と

い
う
こ
と
を
行
い
ま
し
た
。
こ
れ
ら
を
通
し
て
、
自
転
車
マ
ナ
ー
に
つ

い
て
知
る
こ
と
が
で
き
、
こ
れ
か
ら
自
転
車
マ
ナ
ー
を
守
っ
て
自
転
車

に
乗
ろ
う
と
思
う
、
と
い
っ
た
声
も
あ
り
、
自
転
車
に
安
全
に
乗
ろ
う

と
い
う
意
識
が
参
加
者
に
広
が
っ
た
と
思
い
ま
す
。

自
転
車
の
無
料
点
検
で
は
、
業
者
の
方
と
も
協
力
し
な
が
ら
行
い
ま

し
た
。
空
気
入
れ
を
定
期
的
に
行
わ
ず
、
空
気
が
抜
け
て
い
る
自
転
車

が
多
く
あ
り
ま
し
た
。
定
期
的
に
空
気
を
入
れ
る
こ
と
で
パ
ン
ク
防
止

に
も
つ
な
が
り
ま
す
。
他
に
も
、
タ
イ
ヤ
が
割
れ
て
い
た
り
、
ブ
レ
ー

キ
が
効
き
に
く
か
っ
た
り
と
危
険
な
自
転
車
も
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
そ
の
他
に
も
、
共
済
と
学
生
賠
償
責
任
保
険
の
説
明
も
行
い
ま
し

た
。
自
転
車
に
乗
っ
て
い
て
事
故
を
起
こ
し
、
高
額
賠
償
と
な

る
事
例
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
、
も
し
も
の
と
き
に
備
え

る
保
障
に
加
入
し
て
お
く
こ
と
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
北
大
生
の
自
転
車
マ
ナ
ー
の
改
善
に
向
け
て

様
々
な
活
動
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。（
学
生
委
員
会
）

渡邊　誠

こころの
健康を考える 42○

働き過ぎと
人間の条件
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れ
て
い
ま
す
。

「
挑
戦
す
る
北
大
」
で
は
、
本
学

が
時
々
刻
々
と
変
化
す
る
社
会
的
要

請
に
応
え
る
た
め
に
、
常
に
挑
戦
を

続
け
て
い
る
こ
と
の
表
現
を
目
指
し

て
い
ま
す
。
大
学
本
部
か
ら
の
推
薦

を
受
け
て
、
現
在
は
食
・
運
動
・
健

康
・
医
療
の
連
携
に
よ
る
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
創
出
を
目
指
す
「
フ
ー
ド
＆

メ
デ
ィ
カ
ル
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
推
進

本
部
」
と
、
北
極
域
の
持
続
可
能
な

活
用
と
保
全
を
目
指
す
「
北
極
域
研

究
セ
ン
タ
ー
」
の
挑
戦
に
つ
い
て
紹

介
し
て
い
ま
す
。
ク
イ
ズ
形
式
で
北

大
や
食
、
健
康
に
つ
い
て
学
べ
る

フ
ー
ド
＆
メ
デ
ィ
カ
ル
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
推
進
本
部
の
展
示
ス
ペ
ー
ス

で
は
、
毎
日
た
く
さ
ん
の
来
館
者
が

ク
イ
ズ
に
挑
戦
し
て
い
ま
す
。

「
北
大
の
学
び
舎
」
は
、
人
文
・

社
会
・
自
然
科
学
を
網
羅
す
る
本
学

の
全
12
学
部
を
紹
介
す
る
エ
リ
ア
で

す
。
皆
さ
ん
は
12
の
学
部
を
す
べ
て

今
年
７
月
26
日
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

オ
ー
プ
ン
し
た
北
海
道
大
学
総
合
博

物
館
（
以
後
、
北
大
博
物
館
と
呼
び

ま
す
）。
当
初
私
た
ち
が
想
像
し
て

い
た
以
上
に
連
日
た
く
さ
ん
の
方
々

に
お
越
し
い
た
だ
き
、
９
月
８
日
に

再
オ
ー
プ
ン
後
５
万
人
目
の
来
館
者

を
迎
え
ま
し
た
。 

前
号
・
前
々
号
に
引
き
続
き
、
今

号
で
も
北
大
博
物
館
の
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。
今
回
の

展
示
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
の
コ
ン
セ
プ
ト

は
１
．北
大
の
魅
力
を
全
部
み
せ
る
、

２
．よ
り
市
民
に
愛
さ
れ
る
博
物
館

に
な
る
、
の
２
つ
で
し
た
。
今
号
で

は
、
こ
の
う
ち
１
に
関
連
し
て
新
設

し
た
、
現
在
の
北
大
の
姿
を
ご
覧
い

た
だ
く
常
設
展
示
「
北
大
の
い
ま
」

を
紹
介
し
ま
す
。
北
大
博
物
館
の
展

示
面
積
全
体
の
約
３
分
の
１
を
占
め

る
「
北
大
の
い
ま
」
は
、「
挑
戦
す

る
北
大
」、「
北
大
の
学
び
舎
」、「
北

大
の
探
究
心
」
の
３
つ
か
ら
構
成
さ

挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
で
し
ょ
う

か
？
文
学
部
、
医
学
部
、
歯
学
部
、

薬
学
部
、
工
学
部
、
理
学
部
、
水
産

学
部
、
農
学
部
、
獣
医
学
部
、
経
済

学
部
、
法
学
部
、
教
育
学
部
で
す
。

各
学
部
の
展
示
ス
ペ
ー
ス
で
は
、
そ

れ
ぞ
れ
の
学
部
に
ど
の
よ
う
な
学
科

が
あ
り
、
ど
の
よ
う
な
教
育
や
研
究

が
展
開
さ
れ
て
い
る
の
か
、
そ
し
て

卒
業
生
が
ど
の
よ
う
な
進
路
を
選
択

し
て
い
る
の
か
を
紹
介
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
各
学
部
で
学
ぶ
学
生
の

生
の
声
を
反
映
さ
せ
る
黒
板
や
、
プ

レ
ス
リ
リ
ー
ス
や
セ
ミ
ナ
ー
の
告
知

な
ど
の
学
部
の
情
報
を
示
す
掲
示
板

と
ラ
ッ
ク
も
設
置
し
て
い
ま
す
。

「
北
大
の
学
び
舎
」
で
ぜ
ひ
ご
注

目
い
た
だ
き
た
い
の
が
、
各
学
部

の
一
押
し
研
究
者
の
研
究
紹
介
で

す
。
各
学
部
に
ご
推
薦
い
た
だ
い
た

今
が
旬
の
研
究
を
さ
れ
て
い
る
先
生

方
に
取
材
を
敢
行
し
、
そ
の
研
究
に

つ
い
て
Ｑ
＆
Ａ
方
式
で
ま
と
め
ま
し

た
。
そ
の
題
材
は
、
ロ
ケ
ッ
ト
か
ら

陽
子
線
治
療
、
地
域
通
貨
、
隕
石
、

薬
、
海
藻
、
未
病
状
態
、
理
屈
、
ダ

イ
ズ
、
骨
、
ア
ラ
イ
グ
マ
、
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
、
そ
し
て
子
ど
も
の
貧
困

ま
で
非
常
に
広
範
で
す
。
本
学
で

日
々
進
展
し
て
い
る
最
先
端
研
究
の

数
々
。
そ
の
一
端
に
触
れ
ら
れ
る
の

が
大
学
博
物
館
な
ら
で
は
の
魅
力
で

あ
る
と
自
負
し
て
い
ま
す
。「
北
大

の
学
び
舎
」
は
メ
イ
ン
タ
ー
ゲ
ッ
ト

を
高
校
生
と
し
て
い
ま
す
。
修
学
旅

行
な
ど
で
北
大
博
物
館
を
訪
れ
た
全

国
の
高
校
生
が
、
自
身
の
興
味
や
目

標
を
満
た
す
た
め
に
ど
の
学
び
舎
を

目
指
せ
ば
良
い
の
か
を
考
え
る
場
を

提
供
で
き
れ
ば
と
願
っ
て
い
ま
す
。

本
学
で
は
学
部
に
直
接
関
わ
っ
て

い
な
い
研
究
所
や
研
究
セ
ン
タ
ー
な

ど
で
も
特
色
あ
る
活
動
が
展
開
さ
れ

て
い
ま
す
。「
北
大
の
探
究
心
」
で

は
、
ほ
ん
の
一
握
り
な
が
ら
、
そ
れ

ら
の
部
局
の
研
究
や
教
育
、
産
官
民

と
の
連
携
に
よ
る
成
果
な
ど
を
紹
介

し
て
い
ま
す
。
現
在
は
、
北
方
生
物

圏
フ
ィ
ー
ル
ド
科
学
セ
ン
タ
ー
、
地

震
火
山
研
究
観
測
セ
ン
タ
ー
、
ア
イ

ヌ
・
先
住
民
研
究
セ
ン
タ
ー
、
ス
ラ

ブ
・
ユ
ー
ラ
シ
ア
研
究
セ
ン
タ
ー
、

産
学
・
地
域
協
働
推
進
機
構
、
総
合

博
物
館
の
６
部
局
の
展
示
ス
ペ
ー
ス

が
あ
り
ま
す
。
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
お

こ
な
わ
れ
て
い
る
地
震
波
の
観
測
状

況
を
示
す
パ
ソ
コ
ン
や
ア
イ
ヌ
民
族

が
利
用
し
て
い
た
鳥
用
の
罠
の
模
型

な
ど
、
皆
さ
ん
の
探
究
心
も
刺
激
す

る
各
部
局
な
ら
で
は
の
展
示
を
ご
覧

い
た
だ
け
ま
す
。

現
在
の
北
大
の
姿
を
紹
介
す
る

「
北
大
の
い
ま
」。
現
在
の
姿
は
、
外

側
か
ら
見
て
い
た
の
で
は
な
か
な
か

わ
か
り
ま
せ
ん
。
い
ず
れ
の
展
示
も

関
連
す
る
部
局
の
教
職
員
の
方
々
の

ご
協
力
を
得
て
は
じ
め
て
作
成
で
き

た
も
の
で
す
。
お
忙
し
い
最
中
に
も

か
か
わ
ら
ず
展
示
準
備
に
ご
尽
力
い

た
だ
い
た
皆
様
に
こ
の
場
を
借
り
て

改
め
て
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

総合博物館基本情報
開館時間
10：00 ～ 17：00（通年）
ただし、6月～ 10月の金曜日は10：00 ～
21：00

休館日
月曜日（月曜日が祝日の場合は直後の平
日）、及び年末年始

入館料：無料

博物館へ
行こうⅡ第3回

北大の魅力を全部みせたい！
北海道大学総合博物館リニューアルオープン

北海道大学総合博物館　講師　江田 真毅

北極域研究センターの展示スペース

歯学部の展示スペース
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委
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■�

新
企
画
「C
O
-O
P

イ
ン
タ
ー
ナ

シ
ョ
ナ
ル
ア
ワ
ー
」
８
月
１
日
開
催

今
後
の
イ
ベ
ン
ト
展
開
に
向
け
た
テ

ス
ト
開
催
と
し
て
、
留
学
を
機
に
札
幌

で
生
活
し
て
い
る
留
学
生
の
み
な
さ
ん

が
困
っ
て
い
る
こ
と
や
生
協
に
望
む
こ

と
を
自
由
に
話
し
合
う
場
を
設
け
ま
し

た
。
中
央
食
堂
２
階
を
会
場
に
、
参
加

費
無
料
で
20
名
の
参
加
定
員
で
準
備
を

進
め
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
当
日
授
業
や
講
義
の
関
係

で
ド
タ
キ
ャ
ン
者
が
続
出
し
、
ち
ょ
っ

と
寂
し
い
11
名
参
加

と
な
り
ま
し
た
が
、

ハ
ラ
ル
で
用
意
し
た

日
本
の
夏
の
家
庭
料

理
を
食
べ
な
が
ら
食

に
関
わ
る
お
国
事
情

の
話
題
を
皮
切
り
に

な
ご
や
い
だ
雰
囲
気

の
中
、
様
々
な
意
見

や
質
問
・
要
望
が
出

さ
れ
て
大
い
に
盛
り

上
が
り
ま
し
た

■�

生
協
の
認
知
度
・
利
用
状
況
・
要
望

等
の
ア
ン
ケ
ー
ト
に
41
名
回
収

集
計
結
果
は
生
協
各
店
に
配
布
済
み

■
「P

eace�N
ow
�

沖
縄
」
参
加

本
紙
５
ペ
ー
ジ
「
報
告
」
掲
載

■
「
国
際
交
流
セ
ミ
ナ
ー
」

９
月
24
～
25
日　

３
名
参
加

■
「
新
入
留
学
生
歓
迎
企
画
予
定
」

① 

無
料
提
供
の
日
用
雑
貨
品
回
収
：

　
 

９
月
20
日
（
火
）
～
10
月
５
日
（
水
）

北
部
、
工
学
部
、
中
央
、
会
館
１
階

② 
国
際
本
部
「
新
入
留
学
生
オ
リ
エ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
」
生
協
紹
介
・
イ
ベ
ン

ト
へ
の
お
誘
い
：
10
月
４
日
（
火
）

③ 

ウ
エ
ル
カ
ム
パ
ー
テ
ィ
チ
ケ
ッ
ト
販

売
開
始
：
10
月
４
日
（
火
）
16
時
～

④ 

新
入
留
学
生
ウ
エ
ル
カ
ム
パ
ー
テ
ィ
：

10
月
14
日
（
金
）
中
央
食
堂
２
階

■
教
職
員
総
代
会
議　

学
内
７
ヶ
所
で

８
月
を
除
く
毎
月
１
回
、
昼
休
み
を
利

用
し
て
開
催
し
て
い
ま
す
。
生
協
の
営

業
報
告
の
後
、
教
職
員
の
皆
様
に
利
用

者
の
立
場
か
ら
色
々
な
ご
意
見
を
う
か

が
っ
て
い
ま
す
。

７
月
は
12
日
～
14
日
、
８
月
は
お
休

み
で
す
。

■
教
職
員
委
員
会　

毎
月
１
回
、
18
時

～
19
時
半
に
開
催
し
て
い
ま
す
。
総
代

会
議
で
上
が
っ
た
組
合
員
の
声
に
つ
い

て
の
検
討
、
き
ぼ
う
の
虹
の
編
集
・
発

行
に
つ
い
て
討
議
し
て
い
ま
す
。

７
月
は
14
日
、
８
月
は
10
月
に
拡
大

委
員
会
を
開
催
予
定
の
た
め
、
お
休
み

し
ま
し
た
。

■
「
き
ぼ
う
の
虹
」　

こ
の
冊
子
で
す
。

教
職
員
委
員
会
が
編
集
し
偶
数
月
に
発

行
し
て
い
ま
す
。

今
号
の
「
キ
ャ
ン
パ
ス
放
浪
記in

函

館
」
は
、
中
国
語
バ
ー
ジ
ョ
ン
で
す
。

日
本
語
は
短
い
要
約
し
か
掲
載
で
き
ま

せ
ん
で
し
た
。
で
も
、
漢
字
な
の
で
中

国
語
に
疎
い
方
で
も
じ
っ
ー
と
見
て
る

と
、
な
ん
と
な
く
判
り
ま
す
よ
ね
。

�

【�

編
集
後
記�

】

き
ぼ
う
の
虹
３
６
６
号
を
お
届
け
し

ま
す
。

台
風
が
通
り
過
ぎ
た
ら
秋
に
な
り
ま

し
た
。
今
年
の
台
風
で
は
多
く
の
地
域

が
甚
大
な
被
害
に
見
舞
わ
れ
て
い
ま

す
。
被
災
さ
れ
た
方
々
に
心
か
ら
お
見

舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

「
災
害
は
忘
れ
た
頃
に
や
っ
て
く
る
」

と
い
う
言
葉
が
通
用
し
な
く
な
っ
て
い

ま
す
。
自
然
に
対
す
る
「
恐
れ
」
を
常

に
心
に
と
め
て
い
な
け
れ
ば
と
考
え
て

い
ま
す
。

■
店
舗
活
動
「
こ
う
ば
い
ぐ
ら
し
！
」

生
協
店
舗
の
特
色
の
ク
イ
ズ
を
購
買

内
に
設
置
し
参
加
者
に
解
い
て
も
ら
う

企
画
、
活
動
時
期
が
七
夕
に
近
い
こ
と

か
ら
短
冊
に
見
立
て
た
組
合
員
の
声

カ
ー
ド
に
願
い
事
を
書
い
て
も
ら
う
企

画
を
７
月
19
日
～
22
日
に
北
部
購
買
、

会
館
店
購
買
で
行
い
ま
し
た
。

今
後
、
組
合
員
の
声
カ
ー
ド
を
も
っ

と
有
効
に
活
用
で
き
る
よ
う
に
様
々
な

活
動
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

■
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
活
動

８
月
６
日
～
９
日
に
行
わ
れ
た
オ
ー

プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
に
訪
れ
た
受
験
生
に

向
け
た
活
動
を
行
い
ま
し
た
。
昨
年
に

引
き
続
き
、
受
験
生
応
援
冊
子
「
Ｎ
Ｉ

Ｔ
Ｏ
Ｖ
Ｅ
」、
現
役
北
大
生
と
直
接
話

し
て
も
ら
う
「
北
大
生
と
話
そ
う
」、

北
大
構
内
を
案
内
す
る
「
道
案
内
」、

北
大
生
の
生
活
の
様
子
や
受
験
生
時
代

の
様
子
を
写
真
な
ど
で
紹
介
す
る
「
ま

る
ご
と
北
大
生
展
」
な
ど
の
企
画
を
行

い
ま
し
た
。
さ
ら
に
今
年
は
い
く
つ
か

の
質
問
に
よ
り
お
す
す
め
学
部
を
紹
介

す
る
「
お
す
す
め
学
部 

探
し
て
ぶ
ラ

リ
～
」
を
行
い
ま
し
た
。

後
期
か
ら
は
、
受
験
生
・
新
入
生
に

向
け
た
活
動
が
増
え
て
い
き
ま
す
の

で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

■
学
生
委
員
会
公
式
Ｈ
Ｐ

http://hokudaigi.w
eb.fc2.com

/

■
学
生
委
員
会
公
式T

w
itter

＠H
U

_CO
O

P_GI_CS

■
学
生
委
員
会
連
絡
先

gakusei@
coop.hokudai.ac.jp

■�

今
年
も
や
っ
ち
ゃ
う
よ
！

　

�

書
評
誌
「
２
０
１
６
ほ
ん
で
な
い
か

い
」
発
行
準
備
中
!!

委
員
会
で
は
毎
年
恒
例
と
な
っ
て
い

る
書
評
誌
「
２
０
１
６
ほ
ん
で
な
い
か

い
」
を
12
月
の
発
行
に
む
け
、
企
画

準
備
中
で
す
。
書
評
の
投
稿
を
院
生

に
呼
び
掛
け
て
い
ま
す
。
投
稿
者
に

は
、
８
０
０
円
の
書
籍
利
用
券
を
差
し

上
げ
ま
す
（
た
だ
し
、
生
協
組
合
員
の

方
に
。
詳
し
く
は
投
稿
ポ
ス
タ
ー
を

ご
確
認
く
だ
さ
い
）。
奮
っ
て
書
評
の

投
稿
を
お
願
い
し
ま
す
。
今
年
の
「
ほ

ん
で
な
い
か
い
２
０
１
６
」
冊
子
の
構

成
は
、
院
生
か
ら
の
書
評
（
投
稿
の
呼

び
か
け
）
と
、
特
別
企
画
・
北
大
Ｏ
Ｂ

北
海
道
テ
レ
ビ
放
送
（
Ｈ
Ｔ
Ｂ
）
ア
ナ

ウ
ン
サ
ー
谷
口
直
樹
さ
ん
に
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
ご
自
身

の
こ
と
以
外
に
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
選
手
の

ア
レ
コ
レ
を
お
聞
き
す
る
予
定
で
す
。
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Web ページ「きぼうの虹 pdf 版」　http://www.hokudai.seikyou.ne.jp/kyoushokuin/index.html

北大生協には「学生・院生・留学生・教職員」の４つの組織委員会があります。

北大生協組織委員会報告


